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江
戸
時
代
の
上
尾
市
域
の
宿
場

と
村
の
数
は
、
全
部
で
四
十
五
宿

村
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
戸
数
二

百
三
十
五
戸
の
原
市
村
の
よ
う
に

大
き
な
村
も
あ
れ
ば
、
わ
ず
か
二

戸
の
菅
原
新
田
の
よ
う
な
も
の
も

あ
る
。
ま
た
ど
こ
に
所
在
し
、
ど

の
よ
う
な
規
模
の
村
か
、
実
態
が

不
分
明
な
本ほ
ん

瓦
葺
村
の
よ
う
な
村

も
あ
る（『
上
尾
市
史
第
三
巻
』）。

　

江
戸
時
代
は
、
田
畑
ば
か
り
で

な
く
屋
敷
地
・
山
林
を
含
め
て
、

全
て
の
土
地
が
米
の
生
産
高
の
石

高
で
表
示
さ
れ
て
い
る
。
農
民
各

人
の
所
有
地
の
石
高
の
合
計
を

持も
ち
だ
か高
と
も
い
う
が
、
こ
の
持
高
に

対
し
て
年
貢
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。
課
税
さ
れ
る
土
地
を

持
っ
て
い
る
農
民
を
高た
か
も
ち持
百
姓
と

も
い
う
が
、
村
の
中
に
は
課
税
地

を
持
た
な
い
農
民
も
お
り
、
こ
の

よ
う
な
農
民
は
水み
ず
の
み呑
と
称
さ
れ
て

い
る（『
上
尾
市
史
第
六
巻
通
史
編

〈
上
〉』）。

　

江
戸
時
代
の
村
は
行

政
の
上
で
は
最
下
部
に

位
置
し
、
名な

主ぬ
し

を
中
心

に
治
め
ら
れ
て
い
る
。

名
主
を
補
佐
す
る
役
が

組
頭
で
、
百
姓
を
代
表

し
監
査
的
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
の
が
百
姓

代
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三

つ
の
村
役
を
、
村
方
三
役
と
も
称

し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
名
主
は

支
配
の
上
か
ら
は
最
下
部
の
役
職

で
あ
る
が
、
村
の
支
配
者
で
あ
る

領
主
が
複
数
人
い
る
場
合
は
、
名

主
も
複
数
人
が
任
命
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
上
尾
市
域
で
も
、
一
つ

の
村
を
何
人
か
の
旗
本
が
支
配
し

て
い
る
例
が
あ
る
が
、
そ
の
場
合

名
主
も
複
数
人
い
る
こ
と
に
な

る
。
も
っ
と
も
一
人
の
名
主
が
他

の
名
主
の
役
割
を
兼
務
し
て
い
る

例
も
多
い
の
で
、
支
配
者
数
と
名

主
の
人
数
は
同
数
と
は
限
ら
な
い

（
前
掲
書
）。

　

宿
場
は
人
や
荷
物
の
逓て
い
そ
う送
と
い

う
役
割
を
担
っ
て
い
る
た
め
、
一

般
の
村
と
役
職
名
も
異
な
っ
て
い

る
。
そ
の
例
が
、
名
主
の
下
に
設

け
ら
れ
て
い
る
年
寄
で
あ
る
。
村

方
の
組
頭
に
相
当
す
る
が
、
複
数

人
任
命
さ
れ
、
宿
場
の
行
政
の
上

で
も
強
い
権
限
を
持
っ
て
い
る
。

元
文
二（
一
七
三
七
）年
の『
上
尾

宿
御
書
上
』を
見
る
と
、
名
主
は

八
郎
右
衛
門
で
あ
る
が
、
年
寄
り

は
源
兵
衛
・
長
左
衛
門
・
五
郎
右

衛
門
の
三
人
で
あ
る
。
百
姓
代
は

九
兵
衛
以
下
六
人
で
、
大
変
多
い

人
数
が
役
に
就
い
て
い
る（『
上
尾

宿
上
尾
村
関
係
小
川
家
文
書
』）。

　

宿
場
で
人
や
荷
物
の
逓
送
の
職

務
を
担
当
す
る
の
は
、
問と
い
や屋
で
あ

る
。
問
屋
は
宿
に
よ
っ
て
は
複
数

置
か
れ
て
い
る
が
、
幕
末
期
の
上

尾
宿
は
一
軒
で
、
友
光
清
兵
衛
が

担
当
し
て
い
る
。
幕
府
の
公
的
な

役
人
や
諸
大
名
が
宿
泊
す
る
の
が

本
陣
で
、
補
助
的
な
脇
本
陣
も
設

け
ら
れ
て
い
る
。
上
尾
宿
で
は
本

陣
は
林
八
郎
右
衛
門
が
長
く
務

め
、
幕
末
期
の
脇
本
陣
は
細
井
弥

一
郎
・
井
上
五
郎
右
衛
門
な
ど
が

務
め
て
い
る（
前
掲
書
）。

（
元
埼
玉
県
立
博
物
館
長
・
黒
須

茂
）

◆村と宿駅の役職◆

本紙は、再生紙を使用しております。

◆『広報あげお』は、各支所・出張所、ＪＲ上尾駅・北上尾駅の他、市内の各公共施設、金融機関などに置いてあり、自由に持ち帰れます。
◆環境保全のため、市内の公共施設へのお出掛けは市内循環バス“ぐるっとくん”を利用してください。

上
尾
駅

東
口

↑
桶
川 中

山
道Ｊ

Ｒ
高
崎
線

国
道
17
号

大
宮
↓

百貨店

市役所

警察署警察署警察署

図書館図書館図書館
庚申塔庚申塔庚申塔

遍照院

中央小

宿場の名残を残す庚申塔

市の人口・世帯
（平成24年3月1日現在）

22万7,124人
男／11万3,369人
女／11万3,755人
　※前月より81人減。

9万3,081世帯

○に入る文字や数字を当ててください｡

【賞品】正解者の中から抽選で5人に、粗品
を差し上げます。
【応募方法】はがきかメールにクイズの答え、
住所、氏名、年齢、電話番号、『広報あげお』
の感想を記入して、４月23日（月）まで（必着）
に上尾市広報課「わくわくクイズ係」へ。

あて先：〒362-8501本町3-1-1
ﾒｰﾙｱドﾚｽ : s55000＠city.ageo.lg.jp
【発表】賞品の発送をもって発表に代えさせて
いただきます。　※正解は５月号のこのコー
ナーで。前号の答えは「健康」でした。ご応募
ありがとうございました（応募者39人）。

質の高い居住環境と
○○○のまち　あげお
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